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一高図書の特徴：多彩な蔵書印

一高の沿革からして、英語学校・予備門・一中・一高の蔵書

印があるのは当然であるし、予備門は、明治15年6月に東

京大学医学部予科、明治18年8月に東京法学校予科と東

京外国語学校独語科・仏語科を併合しているので、東京大

学医学部、法学校、外国語学校の蔵書印があるのも不思議

はない。もとより、予備門を管轄した東京大学あるいは東京

大学法理文三学部の蔵書印もあれば、法学校を直轄した

司法省、外国語学校の前身の第一大学区外国語学校、外

務省洋語学所の蔵書印もあるし、明治18年12月の工部省

の廃止により文部省に移管された工部大学校とその前身

の工学寮の蔵書印もある。

しかし、そればかりではない。『第一高等学校六十年史』に

載る「第一高等学校系統表」によって東京英語学校からさ

らに上流に遡ってみると、東京開成学校、第一大学区開成

学校、第一大学区第一番中学校、南校、大学南校、東京開

成所、幕府の開成所と源流をきわめることができる。

珍しいところでは長崎東衙官許の印と長崎府洋学局の蔵

書印がある。前者は安政5年（1858）から幕府の長崎東奉

行所が輸入洋書に捺した印であり、この印を捺した同じ図

書が本郷の附属図書館に収蔵されている。一方、後者は安

政5年7月に長崎に設置された英語伝習所（後に洋学所、

語学所、済美館と改称）の後身たる長崎府管轄の広運館

洋学局の印で、長崎府は明治元年5月から翌2年6月まで

用いられた長崎県の旧称である。なお、広運館は明治4年

11月に文部省に移管され、翌5年8月に第六大学区第一

番中学となった。
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